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表紙：代搔き同時播種（スマート農業技術）の様子

主 な 内 容

▲ 代搔き同時播種（スマート農業技術）の様子
　田植えの文字のとおり、これまでは水稲の苗
を田んぼへ移植する方法が主流でした。しかし
ながら、苗を育てる作業はお金の面でも労働力
の面でも農家にとって大変であるため、田植え
前に行う代掻き作業（田んぼに水を入れ、土を
細かく砕き、田面を平らにする作業）と同時に
種もみをまく「代搔き同時播種」が確立されつ
つあります。この手法が定着すれば、農家の負
担が減るとともに、取り組める面積も増やせる
ことが期待されます。
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令和７年度一般会計補正予算（第２号）

３月定例会に続き
「修正動議」を踏まえたうえで可決！

ちょっと気になる議会用語講座

ここで、今年の３月定例会や６月定例会で
　　　　　　耳にした「修正動議」について、解説します！
修正動議とは？・・・議案(村当局から提案された議題)に対して、議会がそ

の内容を修正し、提案することです。例えば、議案の内容を部分的に変更し

たり、削除・追加したりする場合に用いられます。

　６月定例会が６月17日から20日まで４日間の会期で開催されました。
　村長から提案された令和７年度一般会計補正予算をはじめ、国民健康保険税条例
の改正など８議案を審議しました。その中で、一般会計補正予算（１億５,０８０万
６千円）ついては、先の議会でも議論となりました複合施設建設事業の予算（１億
１,９００万円）に関して、本村の基幹産業である農業の優良農地を転用してまでの
建設は不要であり、現在村が所有しているユースピアゆがわを解体する等、公有地
を総合的に活用し、建築費を最小限に抑えることが賢明であり、ユースピアの大規
模改修を含めた建設費用１６億円の積算根拠においても信ぴょう性に欠けることか
ら、伊藤議員より修正動議が提出され、議長を除く８名のうち賛成７名、反対１名
で可決されました。その後、複合施設関連の予算を取り下げた一般会計補正予算
（３,１８０万６千円）が提出され、再度審議を行い、議長を除く８名のうち賛成７
名、反対１名で可決されました。
　また、18日・19日の２日間行われた一般質問には、８名が登壇し佐野村政につい
て問いました。

●令和７年３月

　複合の建設については、今、本当に複合施設が必要なのか再度検討し、小学校の
統合計画や旧校舎の利活用等を含め、過疎債ありきの複合施設建設計画を改めて、
第６次湯川村振興計画の中で公共施設建設計画を策定し、村民の理解を得られる施
設を建設されたい

湯川村議会公共施設等整備調査特別委員会から報告書が議長へ提出される
報告書の抜粋

複合施設建設をめぐるこれまでの経緯（議会内）

●令和７年３月

　建設場所をＪＡ南側水田として平家建てとする等の計画に基づく用地取得や設計
等に関する予算

村当局から湯川村議会定例会において令和７年度一般会計予算の提出
主な内容

　ＪＡ南側水田を適地とする理由等、村民への説明が不足しているのではないか？
→修正動議（複合施設関連予算の取り下げ）→修正可決

議会の判断

　建設予定地は、３月定例会においても指摘されていた問題点はそのままに、加え
て予算額は増額（８,３８０万円→１億１,９００万円：３,５２０万円の増）

村当局から村民に対して「湯川村複合施設整備事業の見直し」についての文書を配付

主な内容

主な内容

　優良農地を転用してまでの建設は不要であり、ユースピアの大規模改修費用も含
め、16億円の積算根拠が不明瞭である
→修正動議（複合施設関連予算の取り下げ）→修正可決

議会の判断

●令和７年4月

・建設することには賛成も田んぼを転用しての対応は反対　
・防災機能や多目的機能を備えた施設としては小さすぎる。
・過疎債ありきの計画ではユースピア建設時の二の舞になってしまう。
・公民館を壊して4階建てぐらいのものを想定していた。

村当局による住民説明会の開催 【4月26日（31名参加）、30日（25名参加）】

主な意見

●令和７年６月
村当局による村政座談会の開催（複合施設建設を含めた村政の報告・意見交換など）

●令和７年６月

●令和７年７月

村当局から湯川村議会６月定例会に令和７年度一般会計補正予算（第２号）が提出

　複合施設については、村にとって必要不可欠な施設という考えは変わりませんが、
現在の計画については一旦立ち止まり、今後予定される公共事業との関係も十分考
慮し、財源を模索しながら、より総合的な観点から再度本事業について検討したい
考えであります。
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令和７年度一般会計補正予算（第２号）

３月定例会に続き
「修正動議」を踏まえたうえで可決！

ちょっと気になる議会用語講座

ここで、今年の３月定例会や６月定例会で
　　　　　　耳にした「修正動議」について、解説します！
修正動議とは？・・・議案(村当局から提案された議題)に対して、議会がそ

の内容を修正し、提案することです。例えば、議案の内容を部分的に変更し

たり、削除・追加したりする場合に用いられます。

　６月定例会が６月17日から20日まで４日間の会期で開催されました。
　村長から提案された令和７年度一般会計補正予算をはじめ、国民健康保険税条例
の改正など８議案を審議しました。その中で、一般会計補正予算（１億５,０８０万
６千円）ついては、先の議会でも議論となりました複合施設建設事業の予算（１億
１,９００万円）に関して、本村の基幹産業である農業の優良農地を転用してまでの
建設は不要であり、現在村が所有しているユースピアゆがわを解体する等、公有地
を総合的に活用し、建築費を最小限に抑えることが賢明であり、ユースピアの大規
模改修を含めた建設費用１６億円の積算根拠においても信ぴょう性に欠けることか
ら、伊藤議員より修正動議が提出され、議長を除く８名のうち賛成７名、反対１名
で可決されました。その後、複合施設関連の予算を取り下げた一般会計補正予算
（３,１８０万６千円）が提出され、再度審議を行い、議長を除く８名のうち賛成７
名、反対１名で可決されました。
　また、18日・19日の２日間行われた一般質問には、８名が登壇し佐野村政につい
て問いました。

●令和７年３月

　複合の建設については、今、本当に複合施設が必要なのか再度検討し、小学校の
統合計画や旧校舎の利活用等を含め、過疎債ありきの複合施設建設計画を改めて、
第６次湯川村振興計画の中で公共施設建設計画を策定し、村民の理解を得られる施
設を建設されたい

湯川村議会公共施設等整備調査特別委員会から報告書が議長へ提出される
報告書の抜粋

複合施設建設をめぐるこれまでの経緯（議会内）

●令和７年３月

　建設場所をＪＡ南側水田として平家建てとする等の計画に基づく用地取得や設計
等に関する予算

村当局から湯川村議会定例会において令和７年度一般会計予算の提出
主な内容

　ＪＡ南側水田を適地とする理由等、村民への説明が不足しているのではないか？
→修正動議（複合施設関連予算の取り下げ）→修正可決

議会の判断

　建設予定地は、３月定例会においても指摘されていた問題点はそのままに、加え
て予算額は増額（８,３８０万円→１億１,９００万円：３,５２０万円の増）

村当局から村民に対して「湯川村複合施設整備事業の見直し」についての文書を配付

主な内容

主な内容

　優良農地を転用してまでの建設は不要であり、ユースピアの大規模改修費用も含
め、16億円の積算根拠が不明瞭である
→修正動議（複合施設関連予算の取り下げ）→修正可決

議会の判断

●令和７年4月

・建設することには賛成も田んぼを転用しての対応は反対　
・防災機能や多目的機能を備えた施設としては小さすぎる。
・過疎債ありきの計画ではユースピア建設時の二の舞になってしまう。
・公民館を壊して4階建てぐらいのものを想定していた。

村当局による住民説明会の開催 【4月26日（31名参加）、30日（25名参加）】

主な意見

●令和７年６月
村当局による村政座談会の開催（複合施設建設を含めた村政の報告・意見交換など）

●令和７年６月

●令和７年７月

村当局から湯川村議会６月定例会に令和７年度一般会計補正予算（第２号）が提出

　複合施設については、村にとって必要不可欠な施設という考えは変わりませんが、
現在の計画については一旦立ち止まり、今後予定される公共事業との関係も十分考
慮し、財源を模索しながら、より総合的な観点から再度本事業について検討したい
考えであります。
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６月定例会の主な議案の内容
◎令和７年度一般会計補正予算（第２号）
　令和７年度一般会計予算総額に、修正後、歳入、歳出それぞれ３，１８０万６千円を追加した
総額３１億５，１５７万５千円とする補正予算が提出され、賛成多数で可決されました。
　主な内容は、定額減税の補足給付に係る事業費として７６３万４千円や、空き家改修等事業の
増加に伴う補助金３６０万円、道路除雪に伴う費用として２，０３６万７千円などとなっており
ます。

◎湯川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　被保険者の所得が確定したことを受け、適正かつ安定的な国民健康保険の事業運営ができるよ
うに、税率等を見直す必要があることから、条例の一部が改正されました。

国民健康保険税率表（前年度比較表）
令和６年度 令和７年度 増減率（R7÷R6）

医療費
給付分

所得割 4.60% 4.71% 102%

均等割 18,300円 26,500円 145%

平等割 16,000円 22,500円 141%

後期高齢者
支援金分

所得割 2.57% 2.51% 98%

均等割 10,100円 13,400円 133%

平等割 8,700円 11,400円 131%

介護
納付金分

所得割 2.07% 3.44% 166%

均等割 11,900円 16,500円 139%

平等割 7,000円 9,600円 137%

令和６年度 令和７年度 増減率（R7÷R6）

国民健康保険税（総額） 55,687千円 74,010千円 133%

◎令和７年度湯川村下水道事業会計補正予算（第１号）
　勝常地区農業集落排水処理施設の「ばっ気装置（汚水をかくはんし、微生物の活動を活発にす
る装置）」の駆動部を修繕する必要があるため、７９２万円を増額補正し、可決されました。

◎�湯川村の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律が一部改正され、投票管理者等の報酬額が引
き上げられたため、本村の投票管理者においてもこれに準じた改正を行う必要があるため、提出
され可決されました。
選挙事務関係者の報酬の主な例

・投票所の投票管理者　１２，８００円（改正前）　→　１４，５００円（改正後）
・投票所の投票立会人　１０，９００円（改正前）　→　１２，４００円（改正後）
　　　　・開票管理者　１０，８００円（改正前）　→　１２，２００円（改正後）
　　　　・開票立会人　　８，９００円（改正前）　→　１０，１００円（改正後）
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26
専決処分の承認を求めることについて
（湯川村税条例の一部を改正する条例について）

承認 〇○○○○○○○
議
長

27
専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度湯川村一般会計補正予算（専決第２号））

承認 〇○○○○○○○
議
長

28 令和７年度湯川村一般会計補正予算（第１号） 可決 〇○○○○○○○
議
長

29
湯川村監査委員の選任について同意を求めることにつ
いて

承認 〇○○○○○○○
議
長

議案
番号

件　　　　　　　　　　　　　名 賛否

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

髙
木
則
夫

神
田
武
宜

廣
川
文
夫

伊
藤
幸
喜

片
桐
英
子

篠
竹
正
弘

斎
藤
賢
一

三
澤
榮
三

高
倉
好
博

30
湯川村の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例について

可決 〇○〇○○○○○
議
長

31
湯川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ
いて

可決 〇○○〇○○○○
議
長

32 令和７年度湯川村一般会計補正予算（第２号）
修正
可決

〇○○〇○○○×
議
長

33
令和７年度湯川村国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

可決 〇○○〇○○○○
議
長

34 令和７年度湯川村下水道事業会計予算（第１号） 可決 〇○○〇○○○○
議
長

議員提出
１

令和 7年度湯川村議会行政調査の実施について 可決 〇○○〇○○○○
議
長

議員提出
２

国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災
児童生徒の十分な就学支援を求める意見書について

可決 〇○○〇○×○○
議
長

議員提出
３

地方財政の充実・強化を求める意見書について 可決 〇○○〇○○○○
議
長

＊「○」は賛成、「×」は反対、議長は議決に加わらないため議長裁決以外は「議長」と表記。

議案
番号

件　　　　　　　　　　　　　名 賛否

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

髙
木
則
夫

神
田
武
宜

廣
川
文
夫

伊
藤
幸
喜

片
桐
英
子

篠
竹
正
弘

斎
藤
賢
一

三
澤
榮
三

高
倉
好
博

－
議案第 32 号令和７年度湯川村一般会計補正予算（第２号）
に対する修正動議について

可決 〇○〇○○○○×
議
長

＊「○」は賛成、「×」は反対、議長は議決に加わらないため議長裁決以外は「議長」と表記。

第573回　5月臨時会における議員の賛否の公表

第574回　6月定例会における議員の賛否の公表

（湯川村議会基本条例第４条６項に基づき公表いたします。）
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い
ま
す
か

答
弁
　

米
価
の
高
騰
で
価
格

調
整
が
遅
れ
、
結
果
的

に
返
礼
品
の
減
量
や
、
寄
附
金

の
返
還
の
対
応
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
事
態
を
招
い
た
事
態
を

重
く
受
け
止
め
、
統
括
す
る
立

場
と
し
て
責
任
を
取
る
べ
き
と

判
断
し
て
、
本
年
１
月
か
ら
３

月
ま
で
の
３
か
月
間
、
村
長
給

料
の
10
％
を
減
額
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

本
事
案
に
要
し
た
経
費

は
ど
の
程
度
で
し
ょ
う
か

答
弁
　

返
礼
品
の
変
更
や
返

金
事
務
に
要
し
た
経
費

に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
袋
や
箱

代
、
配
送
料
等
で
約
75
万
円
、

寄
附
金
返
金
対
応
に
伴
う
郵
便

代
で
93
万
円
、
時
間
外
勤
務
手

当
で
42
万
円
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
利
用
料
と

し
て
75
万
円
と
合
計
で
２
８
５

万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

質
問

本
事
案
の
対
応
中
に
、

村
長
交
際
費
を
増
額
補

正
し
た
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か

答
弁
　

交
際
費
に
つ
い
て
は
、

村
政
の
円
滑
な
執
行
を

図
る
た
め
、
ま
た
、
村
を
広
く

発
信
す
る
た
め
に
重
要
な
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
年
度
内
に

必
要
と
見
込
ま
れ
る
額
を
踏
ま

え
、
不
足
分
と
な
る
15
万
円
を

増
額
補
正
し
た
も
の
で
す
。

質
問

本
来
村
に
入
る
予
定

で
あ
っ
た
寄
附
金
が
入

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
村
民
に

と
っ
て
は
被
害
を
被
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
村
で
は
こ
の

損
害
に
伴
う
各
種
法
令
違
反
に

つ
い
て
検
討
は
し
た
の
で
し
ょ

う
か答

弁
　

本
事
案
の
対
応
に
あ

た
っ
て
は
、
総
務
省
の

指
導
の
下
、
弁
護
士
や
税
務
署

に
も
相
談
し
な
が
ら
す
す
め
て

き
ま
し
た
の
で
、
法
令
違
反
等

は
な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

質
問

本
事
案
で
損
害
を
与

え
た
分
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
と

お
考
え
か

答
弁
　

価
格
調
達
が
確
定
し

て
い
な
い
中
で
募
集
を

始
め
た
こ
と
が
今
回
の
問
題
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
年
度
は
、
事
務
処
理
を

見
直
し
、
早
期
の
段
階
か
ら
事

業
者
と
価
格
の
調
整
を
行
い
、

価
格
が
確
定
し
た
分
か
ら
先
行

受
付
を
開
始
す
る
な
ど
の
対
応

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
の
交
通
支
援

策
に
つ
い
て

質
問

身
体
障
が
い
者
の
方

で
車
を
運
転
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
方
々
に
は
、
現
在
村
が

実
施
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
・
バ

ス
利
用
券
の
代
わ
り
に
他
市
で

も
実
施
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
代

の
助
成
を
行
っ
た
方
が
有
益
と

考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か答
弁
　

障
が
い
者
の
方
へ
の

ガ
ソ
リ
ン
代
の
助
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
他
市
で
実
施

し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
重
度
心
身
医
療

や
自
動
車
税
、
高
速
道
路
の
料

金
の
減
免
等
、
他
の
支
援
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問

身
体
障
が
い
者
の
方

で
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
た
く
て
も
身
体
的
に
利
用

で
き
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
事
情
も
踏

ま
え
ぜ
ひ
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
い
か
が
お
考
え

か答
弁
　

今
後
、
他
の
自
治
体

を
参
考
に
調
査
・
研
究

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

除
雪
（
防
雪
柵
）
等
の
入
札

に
つ
い
て

質
問

今
回
の
大
雪
を
踏
ま

え
、
除
雪
対
策
に
つ
い

て
は
例
年
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
で
は
な
く
、
少
し
で
も
安
く
、

か
つ
信
頼
で
き
る
業
者
を
早
く

み
つ
け
る
べ
く
今
か
ら
入
札
に

着
手
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か

答
弁
　

令
和
７
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
の

状
況
を
踏
ま
え
、
３
月
議
会
定

例
会
に
民
間
委
託
と
し
て
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
見
直
し

の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
改
め

て
検
討
し
た
結
果
、
実
施
形
態

を
委
託
か
ら
村
直
営
に
改
め
、

今
回
の
議
会
定
例
会
に
必
要
と

な
る
予
算
を
計
上
さ
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
予
算
可
決
後
は
、

村
民
の
皆
様
が
安
全
安
心
に
雪

道
の
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
、

早
め
の
作
業
員
及
び
除
雪
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
を
行
い
、

冬
季
間
の
雪
道
対
応
を
実
施
し

た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

髙
木
　
則
夫

▲▲ 
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

６
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

第
５
次
湯
川
村
振
興
の
進
捗
状
況
と

第
６
次
湯
川
村
振
興
計
画
に
つ
い
て

質
問

本
村
の
現
在
の
人
口

は
、
振
興
計
画
の
目
標

で
あ
る
３
０
０
０
人
を
下
回
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
人
口

増
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か

答
弁
　

「
人
口
減
少
に
対
し

て
は
、
特
に
「
移
住
・

定
住
の
促
進
」
と
「
子
育
て
支

援
の
充
実
」
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
「
移
住
・
定
住
の
促
進
」

に
つ
い
て
は
、
災
害
の
少
な
さ

や
、
近
隣
自
治
体
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
な
ど
を
首
都
圏
等
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
発
信
す
る
と
と

も
に
、
若
者
の
定
住
促
進
補
助

金
な
ど
に
よ
り
定
着
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
「
子
育
て
支
援
の

充
実
」
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
給
食
費
の
無
償
化
や
、
保
育

料
の
無
料
化
を
実
施
し
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
減
ら

し
子
育
て
に
優
し
い
村
と
し
て

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

質
問

財
政
調
整
基
金
は
令

和
５
年
度
末
の
７
億
４

千
万
円
か
ら
令
和
７
年
度
末
に

は
約
４
億
６
千
万
円
と
極
端
に

減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
起
債
（
借
入
金
）

に
頼
る
施
策
に
な
り
将
来
の
方

々
へ
不
安
を
残
す
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
村
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す答

弁
　

財
政
規
模
の
小
さ
な

本
村
の
場
合
、
一
つ
で

も
大
き
な
建
設
事
業
等
が
行
わ

れ
ま
す
と
直
に
財
政
に
影
響
す

る
た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
に

つ
い
て
は
計
画
的
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
人
事
院

勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
増
加
や

大
規
模
事
業
に
よ
る
公
債
費

（
返
済
）
の
増
加
に
よ
り
、
余

剰
積
立
額
以
上
に
基
金
を
取
り

崩
す
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
安
定
し
た
歳

入
の
確
保
が
難
し
い
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
常
に
事
業
の
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
歳
出
（
支
出
）

抑
制
に
努
め
、
有
利
な
起
債
や

国
権
補
助
金
を
最
大
限
活
用
し

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

第
６
次
湯
川
村
振
興

計
画
で
は
何
を
重
点
施

策
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す答
弁
　

第
６
次
湯
川
村
振
興

計
画
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
振
興
計
画
を
検
証
し
な
が

ら
、
村
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
い
た
だ
く
場
と
な
る
「
こ

こ
が
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
会
議
」

を
組
織
す
る
等
、
作
業
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

複
合
施
設
建
設
に
つ
い
て

質
問

現
在
予
定
さ
れ
て
い

る
複
合
施
設
は
Ｊ
Ａ
南

側
水
田
を
建
設
候
補
地
と
し
て

い
る
が
、
優
良
農
地
を
転
用
し

て
の
建
設
は
疑
問
で
あ
り
、
ユ

ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ
を
改
修
す
る

と
な
る
と
２
つ
の
大
型
事
業
と

な
り
ま
す
。
議
長
を
除
く
議
員

８
名
で
組
織
し
た
公
共
施
設
等

整
備
調
査
特
別
委
員
会
の
報
告

で
は
複
合
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
の
統
合
計
画
や

旧
校
舎
の
利
活
用
等
を
含
め
、

過
疎
債
あ
り
き
の
複
合
施
設
建

設
計
画
を
改
め
て
、
第
６
次
湯

川
村
振
興
計
画
の
中
で
公
共
施

設
建
設
計
画
を
策
定
し
、
村
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
施
設
を
建

設
さ
れ
る
よ
う
提
言
し
ま
す
。
」

と
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の

報
告
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す

答
弁
　

公
共
施
設
等
整
備
調

査
特
別
委
員
会
の
報
告

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
複
合

施
設
の
建
設
地
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
場
所
で
は
駐
車
場
も
不

足
し
て
い
る
た
め
場
所
を
移
動

す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
解
決

し
た
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

【
意
見
】

複
合
施
設
建
設
の
場
合
は
、

小
学
校
統
合
と
総
合
的
に
計
画

し
、
村
有
地
の
有
効
利
用
を
図

る
べ
き
で
す
。

質
問

複
合
施
設
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
社
会
教

育
課
を
中
心
に
進
め
て
い
る
が
、

本
村
に
は
建
設
の
専
門
知
識
を

持
っ
た
職
員
が
お
り
ま
せ
ん
。

建
設
の
知
識
を
持
っ
た
方
の
人

事
交
流
を
含
め
、
村
側
の
代
弁

者
と
し
て
の
役
割
を
担
う
方
の

採
用
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す答

弁
　

本
村
に
お
い
て
は
、

産
業
建
設
課
に
建
築
、

土
木
部
門
の
専
門
職
２
名
を
配

置
し
て
お
り
ま
す
。
職
員
だ
け

の
知
識
で
不
足
し
て
い
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
工
事
等
に
係
る

業
務
を
支
援
・
補
完
す
る
た
め

に
一
般
社
団
法
人
ふ
く
し
ま
市

町
村
支
援
機
構
に
業
務
を
一
部

委
託
す
る
な
ど
効
果
的
で
効
率

よ
く
業
務
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
意
見
】

ユ
ー
ス
ピ
ア
の
改
修
や
複
合

施
設
の
建
設
と
い
っ
た
大
型
事

業
は
、
経
験
し
て
い
る
専
門
職

で
な
い
と
対
応
で
き
な
い
し
、

類
似
工
事
を
参
考
に
積
算
し
た

計
画
で
は
信
ぴ
ょ
う
性
に
欠
け

る
。

県
立
会
津
大
学
と
の
連
携

教
育
に
つ
い
て

質
問

教
職
員
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

研
修
並
び
に
小
中
学
生

児
童
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
支
援

に
つ
い
て
伺
い
ま
す

【
教
育
長
答
弁
】

　

湯
川
村
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
今
年
の
７
月
31
日
に
村
内

の
幼
・
小
・
中
学
校
の
先
生
方

全
員
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研

修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
湯
川
中
学
生
を
対
象
に

会
津
大
学
で
英
語
の
模
擬
授
業

の
受
講
や
学
生
食
堂
で
の
昼
食

を
と
る
な
ど
の
「
会
津
大
学
体

験
」
を
新
た
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

【
意
見
】

湯
川
村
の
子
ど
も
た
ち
が
湯

川
村
の
学
校
へ
喜
ん
で
通
え
る

よ
う
な
魅
力

的
な
教
育
環

境
を
提
供
し

て
い
た
だ
き

た
い

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

伊
藤
　
幸
喜

湯川村公民館湯川村公民館
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

６
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

村
内
外
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

（
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）

質
問

ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
、

交
流
・
関
係
人
口
を
増

大
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
戦
略
的
広
報
活
動
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

公
式
サ
イ
ト
の
訪
問
者
数
及

び
訪
問
元
な
ど
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
伺
い
ま
す

答
弁
　

公
式
サ
イ
ト
は
本
年

３
月
４
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
月
平
均
２
万
４
，
６

３
７
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま

す
。
大
多
数
が
グ
ー
グ
ル
や
ヤ

フ
ー
か
ら
の
流
入
で
あ
り
ま
す
。

質
問

今
後
、
運
営
に
関
し

て
、
専
門
性
の
あ
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
の
活
用
は
？

答
弁
　

今
後
、
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

質
問

統
一
し
た
ロ
ゴ
や
職

員
の
名
刺
等
の
写
真
デ

ー
タ
の
管
理
や
更
新
、
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
有
無
に
つ
い
て
伺
い

ま
す答

弁
　

ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
は
な
い
が
、
「
湯

川
村
章
」
や
、
公
募
で
作
成
し

た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
湯
川
村
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
職
員
の
名
刺
に
つ
い
て

は
、
現
在
は
個
人
で
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
共
通
の
ロ

ゴ
等
の
使
用
や
、
公
費
で
の
作

成
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

メ
デ
ィ
ア
へ
の
働
き

か
け
、
そ
の
結
果
の
露

出
の
実
績
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

答
弁
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
広
告
の
一
部
と
し

て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
兼
ね
た
動
的
広
告
を
実
施
し

て
お
り
、
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告

及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
に
よ
り
情
報

発
信
を
行
い
、
事
業
に
際
し
て

は
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
発
表
や
情

報
提
供
、
取
材
依
頼
に
は
積
極

的
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

【
意
見
】

戦
略
的
情
報
発
信
は
合
併
し

な
い
小
さ
な
村
に
と
っ
て
生
命

線
で
す
。
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
成
果

と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

質
問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
卒
隊
後
の
定
住
率
及

び
村
内
で
の
起
業
・
就
職
率
に

つ
い
て
伺
い
ま
す

答
弁
　

平
成
29
年
度
以
降
、

現
在
活
動
し
て
い
る
方

を
除
き
５
名
お
り
ま
し
た
が
、

１
名
が
卒
隊
後
１
年
間
居
住
し

て
い
た
以
外
に
、
定
住
あ
る
い

は
、
村
内
で
起
業
・
就
職
し
た

方
は
お
り
ま
せ
ん
。

質
問

定
着
し
な
い
の
は
、

メ
ン
タ
ー
と
な
る
先
輩

が
い
な
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
。

で
あ
れ
ば
、
メ
ン
タ
ー
と
な
る

職
員
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が

お
考
え
か

答
弁
　

期
間
終
了
後
補
助
金

も
終
了
し
、
結
果
的
に

生
活
す
る
の
が
厳
し
く
な
り
定

着
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
後
は
し
っ
か

り
育
成
し
、
次
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
意
見
】

こ
の
事
業
は
特
別
交
付
税
措

置
と
認
識
し
て
ま
す
。
卒
隊
後

も
村
の
課
題
解
決
の
た
め
活
躍

で
き
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

複
合
施
設
の
建
設
計
画
つ
い
て

質
問

学
校
統
合
と
い
う
別

の
大
型
案
件
と
重
複
す

る
で
あ
ろ
う
本
計
画
に
対
応
す

る
た
め
の
庁
内
部
署
の
再
編
計

画
は
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
い
ま

す答
弁
　

再
編
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
社
会
教
育

課
に
担
当
の
係
員
を
増
員
、
社

会
教
育
課
長
と
社
会
教
育
係
長

及
び
係
員
の
３
名
を
総
務
課
兼

務
と
し
て
、
庁
内
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

質
問

道
の
駅
、
役
場
庁
舎

建
設
の
時
の
よ
う
な
地

域
振
興
課
を
作
る
予
定
は
な
い

の
か
伺
い
ま
す

答
弁
　

そ
の
予
定
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

質
問

ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

を
改
装
し
再
活
用
す
る

計
画
で
す
が
、
予
定
す
る
展
示

物
の
法
的
整
理
の
状
況
や
入
込

の
予
測
は
ど
う
か
。
ま
た
改
装

費
用
の
概
算
の
根
拠
が
乏
し
く

問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答
弁
　

改
装
後
た
か
ら
館
の

展
示
品
の
施
設
と
し
て

も
活
用
予
定
で
あ
り
ま
す
。
た

か
ら
館
の
入
込
は
令
和
６
年
度

１
，
０
０
２
人
。
改
修
費
用
は
、

類
似
団
体
の
工
事
を
参
考
に
積

算
し
、
複
合
施
設
の
建
設
費
用

16
億
円
に
も
入
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

【
意
見
】

特
任
の
チ
ー
ム
で
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
、
計
画
の
調
整
力
・

推
進
力
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・
会
津

坂
下
と
の
連
携
、
戦
略
的
活

用
に
つ
い
て

質
問

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
強
力

な
武
器
で
あ
る
道
の
駅
と
の
連

携
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か

答
弁
　

年
間
来
場
者
数
が
100

万
人
を
超
え
て
お
り
、

う
ち
地
元
会
津
の
方
々
が
７
割

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

こ
の
地
の
利
便
性
を
活
か
し
な

が
ら
会
津

坂
下
町
と

連
携
し
、

様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を

実
施
し
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

神
田
　
武
宜

道の駅あいづ湯川・会津坂下道の駅あいづ湯川・会津坂下
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一
般
質
問

㈱
会
津
湯
川
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

質
問

今
後
、
施
設
整
備
に

つ
い
て
村
と
し
て
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す

答
弁
　

株
式
会
社
会
津
湯
川

フ
ァ
ー
ム
は
、
現
在
第

２
期
事
業
計
画
の
３
年
目
と
な

り
、
会
社
の
設
立
目
的
で
あ
る

「
地
域
の
農
業
を
振
興
・
維
持
・

発
展
さ
せ
る
」
こ
と
を
使
命
と

し
て
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま

で
の
基
幹
３
作
業
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
組

織
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

村
と
し
ま
し
て
は
、
会
津
湯
川

フ
ァ
ー
ム
が
こ
う
し
た
地
域
農

業
の
担
い
手
と
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
、
必
要
と
す
る
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か

答
弁
　

先
日
、
会
津
湯
川
フ

ァ
ー
ム
の
株
主
総
会
で

役
員
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
今
す

ぐ
施
設
を
整
備
し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
声
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

質
問

施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
目
標
が
な
い
と
進

ま
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か

答
弁
　

事
務
所
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
村
の
施
設
を
有

効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問

施
設
を
建
設
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
勝
常
栽

培
組
合
と
の
連
携
に
つ
い
て
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す

答
弁
　

現
在
に
お
い
て
も
、

勝
常
栽
培
組
合
と
は
育

苗
や
刈
り
取
り
等
で
一
部
協
業

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
連
携
を
と
っ
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

複
合
施
設
に
つ
い
て

質
問

複
合
施
設
建
設
に
関

す
る
情
報
提
供
が
な
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
今

後
、
村
民
へ
ど
の
よ
う
な
形
で

情
報
を
提
供
す
る
の
か
伺
い
ま

す答
弁
　

複
合
施
設
建
設
に
関

す
る
村
民
の
方
へ
の
情

報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
令
和
６
年
３
月
に
策
定

し
ま
し
た
「
湯
川
村
複
合
施
設

基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、
同
年

６
月
に
開
催
し
ま
し
た
村
政
座

談
会
で
、
令
和
７
年
２
月
に
は
、

「
湯
川
村
複
合
施
設
建
設
基
本

計
画
（
案
）
」
を
作
成
し
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
意
見
を

募
集
し
、
本
年
度
に
入
り
４
月

に
住
民
説
明
会
を
２
回
、
６
月

の
村
政
座
談
会
に
お
い
て
も
説

明
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

複
合
施
設
建
設
に
関

す
る
情
報
提
供
に
つ
い

て
、
私
は
ま
だ
足
り
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
情
報
は
タ
イ

ム
リ
ー
に
提
供
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
が
ど
う
お
考
え
か

答
弁
　

決
ま
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
等
で
お

知
ら
せ
し
た
い
。

質
問

複
合
施
設
建
設
に
学

校
教
育
課
が
入
る
と
い

う
情
報
は
教
育
委
員
に
知
ら
せ

て
い
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か

【
教
育
長
答
弁
】

答
弁
　

教
育
委
員
へ
情
報
提

供
し
た
も
の
と
誤
認
し

て
お
り
ま
し
た
。
反
省
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

【
意
見
】

今
後
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁

寧
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

質
問

複
合
施
設
に
は
、
災

害
拠
点
施
設
機
能
を
有

す
る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
機
能
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す

答
弁
　

複
合
施
設
に
お
け
る

防
災
機
能
に
つ
き
ま
し

て
は
、
災
害
時
の
避
難
所
及
び

防
災
拠
点
と
し
て
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
確
保
で
き
る
よ
う
整
備
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

役
場
と
複
合
施
設
は

距
離
的
に
離
れ
て
い
る

が
、
防
災
設
備
機
能
が
問
題
な

く
働
く
の
で
し
ょ
う
か

答
弁
　

防
災
機
能
と
距
離
感

の
問
題
で
す
が
、
１
０

０
ｍ
程
度
の
距
離
感
の
た
め
、

そ
れ
ほ
ど
不
便
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問

複
合
施
設
は
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
と
も

聞
き
ま
し
た
が
、
役
場
が
被
災

し
た
場
合
、
防
災
拠
点
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か

答
弁
　

業
務
継
続
計
画
に
お

い
て
役
場
庁
舎
が
災
害

に
よ
り
被
災
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
公
民
館
が
代
替
施
設
と

し
て
機
能
す
る
と
明
記
さ
れ
て

い
る
た
め
、
複
合
施
設
が
建
設

さ
れ
れ
ば
、
当
然
、
そ
の
機
能

を
担
う
よ
う
に
な
る
か
と
考
え

ま
す
。

【
意
見
】

災
害
が
あ
っ
た
際
、
村
民
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
か
ら

そ
こ
を
き
ち
ん
と
対
応
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

今
後
、
統
合
に
向
け

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す

【
教
育
長
答
弁
】

答
弁
　

教
育
委
員
会
で
は

「
小
学
校
の
あ
る
べ
き

姿
検
討
委
員
会
」
で
の
報
告
書

の
提
出
を
受
け
、
湯
川
村
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
適

な
学
び
の
環
境
を
構
築
・
整
備

す
る
た
め
に
、
両
小
学
校
の
統

合
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
「
湯

川
村
立
小
学
校
の
整
備
に
向
け

た
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
第

６
次
湯
川
村
振
興
計
画
に
そ
の

内
容
を
反
映
い
た
し
ま
す
。
来

年
度
は
、
統
合
小
学
校
建
設
に

向
け
た
準
備
委
員
会
を
組
織
し
、

施
設
整
備

や
、
小
中

一
貫
校
や

義
務
教
育

学
校
へ
の

可
能
性
に

つ
い
て
検

討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

小
学
校
統
合
に
つ
い
て

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

廣
川
　
文
夫

笈川小学校笈川小学校
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一
般
質
問

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

質
問

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
・
作
付
面
積
の
集
約
・

作
業
負
担
軽
減
と
省
力
化
技
術

等
の
導
入
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
、
代
搔
き
同
時
播

種
や
そ
の
他
の
直
播
を
実
施
す

る
う
え
で
村
所
有
の
レ
ー
ザ
ー

レ
ベ
ラ
ー
の
施
工
作
業
を
ど
の

よ
う
に
す
す
め
る
の
か
伺
い
ま

す答
弁
　

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー

に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

低
差
が
生
じ
た
水
田
の
均
平
化

を
行
う
た
め
に
使
用
し
ま
す
が
、

特
に
均
平
化
が
求
め
ら
れ
る
直

播
に
お
い
て
期
待
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
活
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
貸
し
出
し

に
一
定
の
要
件
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
村
内
在
住
の
希
望
さ
れ
た

農
業
者
や
、
農
業
法
人
に
貸
し

出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
要
件
に
満
た
な
い
農
業

者
で
あ
っ
て
も
、
作
業
委
託
等

の
手
法
を
使
い
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

ま
だ
ま
だ
、
こ
の
事

業
に
つ
い
て
知
っ
て
い

る
方
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
農
業
の
省
力
化
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
や

支
援
を
行
う
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
お
考
え
か

答
弁
　

高
齢
化
の
進
む
本
村

農
業
界
に
お
い
て
省
力

化
が
期
待
で
き
る
事
業
で
あ
り

ま
す
。
更
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

質
問

代
搔
き
同
時
播
種
や

直
播
の
推
進
に
向
け
た

導
入
補
助
の
強
化
や
栽
培
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す

答
弁
　

村
と
し
ま
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

一
つ
で
あ
る
代
搔
き
同
時
播
種

や
そ
の
他
の
直
播
は
、
多
く
の

労
働
力
と
経
費
が
か
さ
む
育
苗
、

田
植
え
作
業
に
お
い
て
削
減
で

き
る
た
め
、
高
齢
農
家
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
春
作
業
の
省

力
化
は
、
担
い
手
農
家
の
さ
ら

な
る
規
模
拡
大
の
一
助
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
。
村
で
は
、

「
湯
川
村
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

支
援
事
業
」
を
行
う
こ
と
で
、

機
器
の
導
入
に
つ
い
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

質
問

直
播
栽
培
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
栽
培
技

術
の
指
導
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

栽
培
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
心
的

人
物
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
お
考
え
か

答
弁
　

直
播
栽
培
に
あ
た
っ

て
は
、
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
村
で
は
「
湯

川
村
版
水
稲
直
播
栽
培
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
・
配
付
し
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
農

業
技
術
等
に
つ
い
て
は
、
福
島

県
会
津
坂
下
農
業
普
及
所
と
連

携
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
意
見
】

農
業
者
の
高
齢
化
は
ま
っ
た

な
し
の
状
態
で
あ
り
、
ま
た
離

農
者
が
増
え
る
中
で
担
い
手
へ

の
集
約
化
は
必
須
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進

し
て
い
く
体
制
は
十
分
に
整
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

会
津
縦
貫
道
湯
川
北

イ
ン
タ
ー
付
近
は
、
Ｊ

Ｒ
の
駅
や
、
乗
合
バ
ス
の
バ
ス

停
が
あ
る
な
ど
、
買
い
物
や
通

勤
通
学
に
便
利
な
場
所
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
に
宅
地

造
成
な
ど
開
発
の
考
え
は
あ
る

の
か
伺
い
ま
す

答
弁
　

村
が
主
体
と
な
っ
て

の
宅
地
造
成
は
、
物
価

高
騰
に
よ
る
多
額
の
費
用
負
担

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
現
在
の

と
こ
ろ
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
該
箇
所
は
企
業
立
地

と
し
て
も
よ
い
場
所
な
の
で
企

業
を
誘
致
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問

宅
地
造
成
に
よ
る
人

口
増
の
対
策
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
作
る

第
６
次
湯
川
村
振
興
計
画
に
取

り
入
れ
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か

答
弁
　

第
６
次
湯
川
村
振
興

計
画
並
び
に
土
地
利
用

計
画
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
優
良
農
地
を

開
発
す
る
の
は
心
苦
し
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
を

維
持
す
る
に
あ
た
り
必
要
最
低

限
の
宅
地
開
発
は
必
要
と
考
え

ま
す
。
宅
地
造
成
に
あ
た
っ
て

は
、
民
間
力
を
求
め
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

コ
メ
不
足
か
ら
の
価

格
高
騰
に
よ
り
備
蓄
米

放
出
と
米
の
返
礼
品
に
対
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
行
わ
れ
る
通
常
受
付
の
取
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

答
弁
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
通

常
受
付
分
に
つ
き
ま
し

て
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る
コ

シ
ヒ
カ
リ
定
期
便
に
加
え
て
湯

川
村
の
「
ブ
ラ
ン
ド
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
と
福
島
県
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
福
笑
い
」
の
食
べ
比
べ
セ

ッ
ト
や
、
無
洗
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ど
の
返
礼
品
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

移
住
・
定
住
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

篠
竹
　
正
弘

スマート農業（代掻き同時播種）スマート農業（代掻き同時播種）
実施圃場の様子実施圃場の様子
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

６
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

米
価
高
騰
に
つ
い
て

質
問

米
価
の
高
騰
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す

答
弁
　

今
般
の
米
価
の
上
昇

は
、
生
産
者
の
収
入
増

加
に
つ
な
が
り
、
生
産
意
欲
の

向
上
と
、
新
規
就
農
の
促
進
に

つ
な
が
る
契
機
と
な
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、

機
械
・
肥
料
・
人
件
費
等
の
生

産
コ
ス
ト
も
高
止
ま
り
傾
向
に

あ
り
、
必
ず
し
も
生
産
者
の
利

益
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
状
況

で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
村
と
し
ま
し
て
は
、
今
後

の
国
に
お
け
る
農
業
施
策
の
動

向
や
、
米
市
場
に
つ
い
て
引
き

続
き
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

農
家
か
ら
、
今
後
輸

入
米
が
入
っ
て
き
て
米

価
が
下
落
す
る
の
で
は
と
心
配

の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

ま
た
、
米
価
の
高
騰
に
よ
り

コ
メ
離
れ
が
進
む
の
で
は
な
い

か
と
も
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

自
国
の
食
料
は
自
国
で
賄
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
米

の
価
格
が
下
が
っ
た
際
に
価
格

を
保
証
す
る
制
度
に
つ
い
て
国

へ
訴
え
て
い
く
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
お
考
え
か

答
弁
　

米
価
の
高
騰
に
よ
る

コ
メ
離
れ
を
大
変
危
惧

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問

ス
イ
ス
で
は
農
業
収

入
の
約
92
％
が
、
ド
イ

ツ
で
も
約
72
％
が
補
助
金
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
は
約
30

％
と
の
こ
と
で
す
。
再
生
産
で

き
る
体
制
と
な
る
よ
う
国
へ
要

望
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま

す
が
、
い
か
が
お
考
え
か

答
弁
　

農
家
が
米
を
生
産
し

や
す
く
な
る
よ
う
他
自

治
体
と
広
域
で
の
要
望
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
米
価
が
下
落
し
た
際
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
基
金
を

活
用
し
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
学
校
図
書
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て

質
問

中
学
校
図
書
室
の
エ

ア
コ
ン
は
無
設
置
の
ま

ま
で
す
。
現
在
は
、
学
校
司
書

の
働
く
場
と
も
な
り
、
労
働
環

境
上
早
期
に
設
置
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
伺
い
ま
す

【
教
育
長
答
弁
】

答
弁
　

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
、
工

事
費
に
係
る
国
の
補
助
事
業
等

を
精
査
し
た
う
え
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

わ
ざ
わ
ざ
会
津
若
松

の
図
書
館
ま
で
行
っ
て

自
習
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
と

聞
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
司
書

も
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
早
急
に

設
置
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
お
考
え
か

【
教
育
長
答
弁
】

答
弁
　

財
源
を
伴
う
案
件
で

あ
る
た
め
、
即
対
応
は

困
難
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夏

季
休
暇
中
は
、
自
習
室
を
設
け

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
本
案
件
に
つ
い

て
は
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お

り
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

喜
多
方
市
で
は
、
保

護
者
が
市
民
で
あ
れ
ば

児
童
生
徒
は
ど
こ
へ
通
学
し
よ

う
と
給
食
費
の
半
額
を
補
助
す

る
方
針
で
あ
り
ま
す
。
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
ど
の
家
庭
に

も
補
助
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

【
教
育
長
答
弁
】

答
弁
　

湯
川
村
が
実
施
す
る

学
校
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
村
立
小
・
中
学
校

に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
に

提
供
す
る
給
食
を
対
象
と
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

事
業
内
容
の
変
更
に
つ
き
ま
し

て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
意
見
】

村
民
は
等
し
く
納
税
し
て
お

り
ま
す
。
村
内
外
を
問
わ
ず
補

助
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
「
良
い
村
だ
な
」

と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
実

施
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

18
歳
以
下
国
保
均
等
割
の

全
額
免
除
に
つ
い
て

質
問

国
保
で
は
０
歳
か
ら

均
等
割
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
国
の
就
学
前
半
額
補
助
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
県
内
で
も

18
歳
以
下
の
均
等
割
全
額
免
除

の
自
治
体
が
あ
り
ま
す
が
、
本

村
で
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま

す
か

答
弁
　

現
在
は
、
未
就
学
児

の
均
等
割
が
５
割
軽
減

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
方

に
つ
い
て
も
、
世
帯
所
得
に
よ

り
７
割
・
５
割
・
２
割
を
軽
減

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
11
年
度
に
は
福

島
県
内
の
国
保
税
の
税
率
が
統

一
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
保
険

者
が
独
自
に
課
税
割
合
や
免
除
、

減
免
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

質
問

70
万
円
の
予
算
で
本

事
業
の
無
償
化
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
実
施
し
て
は

ど
う
か
伺
い
ま
す

答
弁
　

特
別
会
計
に
お
い
て
、

法
定
外
繰
入
は
行
わ
な

い
方
針
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
保
税
の
県
統
一
の
中
で
、
各

市
町
村
の
減
免
や
軽
減
措
置
を

整
理
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
新
た
に
独
自
措
置
を

盛
り
込
む
の
は
好
ま
し
く
な
い

と
県
か
ら
回
答
を
得
て
お
り
ま

す
。

義
務
教
育
給
食
費
無
償
化
対

象
者
の
拡
大
に
つ
い
て

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

片
桐
　
英
子
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村
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一
般
質
問

６
月
定
例
会

議
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一
般
質
問

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

質
問

本
村
の
財
政
力
指
数

は
０
．
22
と
県
内
59
市

町
村
中
、
51
番
目
で
あ
り
、
国

や
県
の
交
付
金
の
依
存
度
は
高

い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
財
政
計
画
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す答
弁
　

本
村
の
財
政
力
指
数

は
県
内
で
も
低
い
値
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年

度
決
算
に
お
い
て
村
の
歳
入

（
収
入
）
は
29
億
１
，
９
１
５

万
円
で
あ
り
、
内
、
国
や
県
に

依
存
す
る
財
源
が
20
億
２
，
２

５
０
万
円
と
全
体
の
約
７
割
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
国
か

ら
の
普
通
交
付
税
の
多
少
に
よ

っ
て
は
村
の
財
政
に
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
村
で
は
自
主
財

源
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
安
定
し
た
財

源
を
確
保
す
る
に
は
、
現
在
の

税
収
や
諸
収
入
、
寄
附
金
等
を

維
持
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地

方
税
収
を
上
げ
る
た
め
の
人
口

増
や
企
業
誘
致
等
の
施
策
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

質
問

自
主
財
源
が
０
．
22

だ
と
一
般
的
に
大
き
な

投
資
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
自
主
財
源
確
保
の

た
め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
進
め
て
い
く
お
考
え
は
あ
る

の
か
伺
い
ま
す

答
弁
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
１
件
の
ご
寄
附
が
あ
り
ま

し
た
。
自
主
財
源
の
少
な
い
本

村
に
と
っ
て
多
用
途
に
使
え
大

変
あ
り
が
た
い
も
の
で
し
た
。

今
後
も
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問

自
主
財
源
を
増
や
す

に
は
人
口
を
増
や
す
施

策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
住
宅

整
備
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す

が
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
い

ま
す答

弁
　

住
宅
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
的
資
金

を
投
入
し
て
の
住
宅
整
備
は
財

政
力
指
数
の
低
い
本
村
に
と
っ

て
厳
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
土
地
利
用
計

画
に
沿
っ
た
形
で
民
間
の
力
を

活
用
し
た
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
対
策
と
福
祉
政
策
に
つ
い
て

質
問

本
村
で
は
、
交
通
弱

者
対
策
と
し
て
、
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
数
年
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す

答
弁
　

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券

の
利
用
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
４
年
度
は
４
０

９
万
４
，
８
０
０
円
、
令
和
５

年
度
は
３
８
６
万
８
，
６
０
０

円
、
令
和
６
年
度
は
４
１
２
万

３
０
０
円
分
が
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
利
用
率
は
、
令
和
４

年
度
で
62
．
９
％
、
令
和
５
年

度
で
51
．
９
％
、
令
和
６
年
度

で
60
．
４
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

【
意
見
】

こ
の
事
業
は
良
い
事
業
で
あ

り
ま
す
が
、
全
体
の
４
割
近
く

が
利
用
し
て
い
な
い
現
状
に
あ

り
ま
す
。
利
用
し
て
い
な
い
理

由
の
ひ
と
つ
し
て
車
両
の
高
さ

の
問
題
か
ら
使
い
た
く
て
も
使

え
な
い
と
い
っ
た
声
を
聴
い
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
障
が
い
者
も

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い

農
業
後
継
者
支
援
に
つ
い
て

質
問

村
で
は
複
数
の
農
業

後
継
者
支
援
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
ち
ょ
う

ど
50
代
か
ら
60
代
ま
で
が
抜
け

て
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

ち
ら
の
制
限
を
な
く
し
、
後
継

者
育
成
支
援
に
転
換
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
お
考
え

か
伺
い
ま
す

答
弁
　

村
で
は
50
歳
未
満
の

新
規
就
農
者
を
対
象
と

し
た
「
頑
張
る
若
者
応
援
！
新

規
就
農
者
支
援
事
業
」
や
、
定

年
退
職
後
等
に
新
規
就
農
し
、

規
模
を
拡
大
す
る
見
込
み
の
方

を
対
象
と
し
た
「
農
業
に
担
い

手
支
援
事
業
」
の
２
つ
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
年

齢
制
限
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
補
助
要
件
の
一
つ
で
あ

る
青
年
等
就
農
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
ら
年
齢
制
限
の
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
し
、
農
業

の
担
い
手
確
保
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
統
合
に
つ
い
て

質
問

小
学
校
統
合
の
本
格

的
な
議
論
は
い
つ
か
ら

始
め
る
の
か
伺
い
ま
す

【
教
育
長
答
弁
】

答
弁
　

今
年
度
は
「
湯
川
村

立
小
学
校
の
整
備
に
向

け
た
基
本
方
針
」
に
つ
い
て
策

定
し
、
第
６
次
湯
川
村
振
興
計

画
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
は
統

合
小
学
校
建
設
に
向
け
た
準
備

委
員
会
を
組
織
し
、
基
本
方
針

の
具
現
化
に
向
け
て
、
場
所
の

選
定
や
施
設
整
備
の
内
容
及
び

小
中
一
貫
校
や
義
務
教
育
学
校

へ
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

令
和
12
年
に
複
式
学
級

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
令
和
12
年
度
に
統
合
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
し
ょ

う
か
。

答
弁
　

そ
の
こ
と
も
含
め
て

で
き
る
だ
け
早
く
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
意
見
】

普
通
に
統
合
し
て
も
人
口
減

は
止
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
に
村
外
の
学
校
に
通
わ
れ
て

い
る
お
子
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
や
は
り
特
色
の
あ
る

学
校
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
本
村
の
特
徴
は

英
語
教
育
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
会
津
大
学
と
の
連
携

事
業
を
足
掛
か
り
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

学
校
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

上記ＱＲから
動画でご覧に
なれます。

斎
藤
　
賢
一

▲勝常小学校▲勝常小学校
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村
政
を
問
う

一
般
質
問

６
月
定
例
会

議
員

  

一
般
質
問

議
員
定
数
の
削
減
と
な
り
手

不
足
に
つ
い
て

質
問

任
期
満
了
に
つ
き
湯

川
村
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
去
る
４
月
８
日
告
示
さ
れ
、

13
日
に
新
た
に
９
名
の
方
が
無

投
票
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
定

数
割
れ
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
現
在
他
の
町
村
議
会
で

も
議
員
の
な
り
手
不
足
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す

答
弁
　

本
村
に
お
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
議
会
議

員
選
挙
が
無
投
票
と
な
っ
た
の

は
昭
和
32
年
以
降
で
、
平
成
９

年
、
平
成
21
年
及
び
今
回
の
３

回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
議
会
議
員
の
成
り
手
不

足
は
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体

で
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

地
方
自
治
の
持
続
性
を
脅
か
す

と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
背
景
、
要
因
は
様
々
で

あ
り
、
成
り
手
不
足
の
主
な
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

報
酬
や
待
遇
の
問
題
、
時
間
な

ど
の
負
担
の
大
き
さ
、
人
間
関

係
、
地
域
の
代
表
で
あ
る
と
い

う
責
任
の
問
題
、
政
治
に
対
す

る
不
信
感
や
「
地
方
議
会
の
役

割
が
わ
か
り
に
く
い
」
な
ど
一

般
住
民
と
の
距
離
感
、
近
年
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
誹
謗
中
傷
も

参
入
障
壁
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
に
か
か
る
コ
ス

ト
や
準
備
の
大
変
さ
か
ら
、
地

縁
・
血
縁
に
頼
る
傾
向
が
残
っ

て
お
り
、
新
た
な
人
材
が
参
入

し
づ
ら
い
状
況
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
ま
し
て
は
、
議
員

報
酬
の
適
正
化
、
夜
間
や
休
日

の
会
議
開
催
な
ど
兼
業
し
や
す

い
環
境
の
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な

ど
議
会
活
動
の
効
率
化
、
地
方

議
会
の
役
割
や
重
要
性
を
伝
え

る
教
育
・
啓
発
活
動
、
立
候
補

支
援
制
度
（
公
費
負
担
、
供
託

金
軽
減
）
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

地
方
議
会
は
、
地
域
住
民
の

生
活
に
直
結
す
る
政
策
を
決
め

る
重
要
な
場
で
あ
り
、
そ
の
担

い
手
が
不
足
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
民
主
主
義
の
基
盤
が
揺
ら

ぐ
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
持
続

可
能
な
地
方
自
治
の
た
め
に
は
、

「
議
員
に
な
り
や
す
い
社
会
」

「
議
員
を
支
え
る
社
会
」
を
構

築
す
る
こ
と
が
今
後
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

現
在
、
湯
川
村
の
人

口
は
５
月
１
日
時
点
で

２
，
８
５
３
人
で
す
。
人
口
減

は
今
も
進
ん
で
お
り
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。
議
員
の
な

り
手
不
足
に
つ
い
て
早
め
の
対

応
を
し
な
い
と
定
数
割
れ
に
な

り
、
議
会
で
は
二
元
代
表
制
の

趣
旨
が
損
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
口
減
少
と
議
員
の
定

数
に
つ
い
て
村
で
は
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。答

弁
　

地
方
自
治
体
の
人
口

減
少
問
題
は
、
日
本
全

体
で
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
地
方
や
中
山
間
地
域
、

小
規
模
自
治
体
で
顕
著
で
あ
り

ま
す
。

　

人
口
減
少
の
主
な
要
因
は
、

少
子
化
で
あ
り
、
合
計
特
殊
出

生
率
が
全
国
平
均
で
1.3
前
後
と
、

人
口
維
持
に
必
要
な
２
．
07
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
現
状
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
減
と

し
て
、
教
育
・
就
職
の
機
会
を

求
め
て
、
若
年
層
が
東
京
圏
や

大
阪
圏
を
始
め
と
す
る
都
市
部

に
流
出
し
、
さ
ら
に
高
齢
化
も

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
移

住
・
定
住
促
進
と
し
て
空
き
家

バ
ン
ク
や
移
住
支
援
金
制
度
の

整
備
、
子
育
て
支
援
・
教
育
の

充
実
に
よ
る
若
者
の
定
住
促
進
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
、

新
規
就
農
支
援
や
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
な
ど
就
農
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
等
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
財
源
の

確
保
、
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
、
若
者
・
女
性
の

定
住
促
進
策
な
ど
、
村
外
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
地
方
議
会
議
員
の
定

数
削
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

員
定
数
は
、
近
年
、
財
政
健
全

化
や
人
口
減
少
、
行
政
の
効
率

化
な
ど
を
背
景
に
、
各
自
治
体

で
議
論
さ
れ
て
い
る
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
16
年
12
月
に
定
数
14
人
か
ら

10
人
に
改
正
し
、
そ
の
後
、
令

和
２
年
12
月
に
１
名
減
と
な
り
、

現
在
９
人
が
定
数
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
も
議
員

の
皆
様
で
検
討
し
て
い
く
べ
き

も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

定
数
削
減
に
は
一
般
的
に
賛

否
両
論
が
あ
り
、
賛
成
の
立
場

と
し
て
は
、
人
口
減
少
へ
の
対

応
、
財
政
負
担
の
軽
減
、
効
率

的
な
議
会
運
営
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
、
定
数
削
減
に
慎
重
な

立
場
と
し
て
は
、
民
意
の
反
映

が
難
し
く
な
る
、
議
会
の
監
視

機
能
が
弱
ま
る
、
新
た
な
人
材

の
参
入
が
難
し
く
な
る
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

議
員
定
数
削
減
は
、
単
に

「
数
を
減
ら
す
」
こ
と
で
は
な

く
、
「
ど
の
よ
う
に
民
意
を
適

切
に
反
映
す
る
か
」
「
ど
の
よ

う
に
質
の
高
い
議
会
運
営
を
実

現
す
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら

議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。上記ＱＲから

動画でご覧に
なれます。

三
澤
　
榮
三

湯川村議会議場湯川村議会議場
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令
和
７
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
村
の
貴
重
な
財
源
の
一
つ

で
す
。
昨
年
の
反
省
に
学
び
、
総

務
課
を
中
心
に
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
ふ

る
さ
と
納
税
の
「
先
行
受
付
」
で

あ
り
、
５
月
26
日
か
ら
コ
シ
ヒ
カ

リ
１
０
０
俵
分
を
確
保
し
て
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
一
週
間
で
申
込
枠

が
埋
ま
り
、
直
ぐ
に
同
数
を
追
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
湯
川
村
の
ふ

る
さ
と
納
税
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

取
り
上
げ
ら
れ
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
７
月
14
日
付
で
寄
附

者
は
８
０
８
人
、
寄
附
金
額
は
２
，

２
１
２
万
４
千
円
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

こ
の
調
子
で
い
け
ば
、
昨
年
の

寄
付
金
額
を
超
え
る
こ
と
も
夢
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
頑
張
れ
湯
川

村
！７

月
に
入
り
、
田
園
風
景
は
緑

色
の
絨
毯
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
時
期
が
一
番
美
し
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
と
２
ヶ
月

あ
ま
り
で
新
米
が
収
穫
さ
れ
ま
す
。

豊
作
と
米
価
の
安
定
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

（
三
澤
榮
三
）

議会広報広聴委員会

委  

員  

長

三　
澤　
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議会の傍聴と議会中継
録画配信のご案内

　湯川村議会では、年４回（６・９・１２・３
月）定例会を開いております。議会は傍聴で
きますので、ぜひお越しいただき臨場感ある
村政議論をご覧ください！（傍聴時は携帯電
話の使用や私語等は厳禁です。）
　また、議会の中で議員から村当局への質問
（一般質問）については、録画中継を公開し
ております。一般質問は、行政に対し疑問点
をただし、政治姿勢や政策の目的・効果を明
らかにさせる議会活動の一つ
です。
　スマートフォンやパソコンで
見ることができますので、こち
らもあわせてご覧ください。

湯川村議会の主な動き湯川村議会の主な動き
５月

・ １日 湯川村遺族会総会
・ ７日 議会議員懇談会
・ ９日 第573回湯川村議会臨時会
 議会全員協議会
・19日 会津縦貫道整備促進既成同盟会
・20日 議長・副議長就任挨拶まわり（両沼６町村・会津若松市）
・21日 議長・副議長就任挨拶まわり（福島県合同庁舎・喜多方市など）
・22日 福島県町村議会新人議員研修会
・23日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会臨時会
・24日 笈川・勝常両小学校運動会
・26日 例月出納検査
・27日 全国町村議会議長会 議長・副議長研修会

６月

・10日 議会運営委員会
 議会全員協議会
・17日 第574回湯川村議会定例会
　～20日
・24日 例月出納検査
・25日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会行政調査
　～27日
・27日 総務文教常任委員会
・28日 交通安全協会湯川分会総会
・30日 経済常任委員会

７月

・ １日 福島県町村議会広報研修会   写真

・ ７日 会津縦貫道の整備促進に係る地方要望
・ ８日 議会全員協議会
 総務文教常任委員会
 経済常任委員会
・17日 両沼地方町村議会議長会臨時総会
・24日 両沼地方町村議会議員大会
・25日 例月出納検査
・29日 両沼地方町村議会議長会行政調査
　～31日

▲ 広報広聴委員研修
広報研修会において  ～勉強になりました～

▲ 広報広聴委員集合写真
このメンバーで議会だよりを作成していきます


